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五十殿利治 近代美術館から現代美

術館ベ ー ーーー′

笹木 集男 戦中から戦後へ作家を

たどる①中村宏……σ

近代美術館から現代美術館へ

omuka toshiharu E+Rfll)a

近代美術館形成の歴史について、私は 1926年に開館

した東京府美術館 (現東京都美術館)に関心を抱いて、

拙い論文を執筆したことがあります
l。

拙論では、東京府美術館で 1927年 6月 に朝日新聞社

により開催された「明治大正名作展」を、とりわけ近代

美術史の成立と結びつけて考察しました。この展覧会は

一時的にせよ近代美術史を現出させ、その限りで近代美

術館とそのありうべき所蔵品を垣間見させたといえま

す。朝日新聞社社告は「上野に現出する歴史的美術館」

と謳いました。展覧会は盛況で、18万近い入場者があ

りました。しかもそれは、展覧会図録として後日出版さ

れた『明治大正名作大観』 という豪華本よりも、大晨災

以後の印刷機器の近代化による円本時代を迎えて、新聞

社自体が発行する『アサヒグラフ』のような手軽なグラ

フ雑誌によって、視党的なイメージとして社会に広く普

及しました (口 1)。 円本による平凡社版『世界美術全集』

の刊行が開始 される

のもこの時期 1926年

11月 からであり画期

的な出来事でした。

しかし、本 日はこ

れ とは異なる視点か

ら近代美術館 の形成

につ いてみ てみ ま

す。第一点は、近代

美術館の建築 とい う

視点です。第二点と

して 「現代美術館」

とい う概念の普及に

も触れたいと思いま

す。

図 1『 アサヒグラフ臨時増刊』

明治大正名作展号、1927年 6月

最初の点ですが、そもそも美術館は作品の収集保管そ

して展示という機能が優先される空間ですが、実際に機

能するには、建物と設備、そしてそれを動かす人間の組

織が不可欠です。近代美術館史の上では、コレクターや

民間資金の問題も無視できないと思います。今日は個人

や組織について論じる用意がありませんが、建物と設備

には若干の注目を払いたいと思います。

… …1926年は美術館史の上でみるならば、東京府美術館

の開館という出来事の他に、明治神宮外苑聖徳記念絵画

館の工事が竣工し、わずかの点数ですが、絵画の一般公

開が行われたことを忘れるわけにはいきません。美術史

の観点から同館成立の意義について論じた先行研究とし

て林洋子氏の論文があります
2。 これによりながら、専

門的には論 じられませんが、建物と設備という点から一

管 します。

聖徳記念絵画館は紆余曲折があり明治天皇の事蹟を

描いた壁画の揮竜者が最終的に決定するのが、この年

1926年の春のことであり、さらに全作品が飾 られて、

技露されるのは実に 1986年 4月 のことです。 しか し、

1926年 10月 には工事が竣工し、一部の作品が搬入され

て絵画館としての活動は始まります。そして 1927年 10

月からは週末に限り仮公開されるようになります。

さらに、このふたつの美術館の源泉を辿ると興味深い

事実に突き当たります。じつは 1918年 から1920年 にか

けて重要な美術館の競技設計が行われています。聖徳記

念絵画館は 1918年 に公募がなされて、9月 に結果が発

表されました。しかも、それは隈元謙次郎による基本文

献に照らしてみると
9、

国立美術館建設の機運が盛 り上

がつた時期と重なつているのです。同年 3月 に帝国議会

に建議案が通 り、年末には大規模な期成同盟が結成され

たとあります。翌 1919年 になると、帝国美術院の創立

とともに展覧会場建設の予算が認められて、その設計を

岡田新一郎が担当することになりました。この運動その

ものは頓挫 しましたが、1921年 に翌年開催予定の東京

府主催平和記念博覧会に際して永久的な美術館を建設 し
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ようとする動きが岡田の設計案を復活させ ることになっ

たとすでに指摘 されています。

さらに、 これ と並行するように、大阪では 1920年 10

月に市立美術館の競技設計が公募 されま した。財政の悪

化な どで開館するまでに多年を要 して、落成す るのは

1936年 5月 のことです。つま り聖徳記念絵画館 の全面

開館 とほぼ同時で した。このように、1918年 前後から、

東西で競 うように建築 としての美術館への関心が高まっ

たことは疑いないところです。

その波紋は若い建築家の間にも拡が りま した。 1920

年 「我々は起つJと い う宣言を出した分離派建築会で堀

口捨己が同年 7月 の同会第一回展において美術館案を出

品しています。 これについては、聖徳記念絵画館に応募

した作という指摘もあります。また『建築雑誌』1921

年 7月 号は三校の主要な学校の建築科における卒業制作

を掲載 します。後にバ ウハウスに留学する水谷武彦は東

京美術学校図案科卒業生として、美術館 とは若千性格が

異な りますが、「三美術家倶楽部」をテーマに していま

す。また東京高等工業学校の山本喜一の作はまさに 「美

術館」で した。同校ではこの年の卒業生 16人中で、美

術館を取 り上げた学生が山本のほかに 3人いました。こ

のように美術館が具体化 しは じめることで、建築界もこ

れに連動 した動きを示すのです。その後も 1924年 には、

詳細が不明ですが、「Jヽ規模な美術館」の募集が行われ、

その成果が公刊されています。 (□ 2、 3)

美衛館機能の改善

研究、設計競技、工事とい うよぅな一連の動きのなか

でハー ドとしての美術館が建ち上が り、 しかもその経験

が積み重ね られます。それを雄弁に物語 るのは、 1933

年9月 に出た「高等建築学」叢書21巻 として出た『建

築計画9』 の巻です (国 4)。 内容は二部構成で、第一部「美
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図 2『小規模の美術館』建築写真

類衆、4期 180、 洪洋社、1924年

術館Jを小林政一が執筆しました。小林は神官造営局で

聖徳記念絵画館の実施設計に関わつた人物であり、その

知見が随所に活かされています。自らが関係した聖徳記

念絵画館をはじめ、東京府美術館、さらには 1933年 11

月に開館するので、執筆時点では建設中の大礼記念京都

美術館 (現京都市美術館)や大阪市立美術館の例も俎上

にのぼっています。

本文で小林がもつとも紙幅を費やしたのは採光の問題

です。130頁のうちの50頁ほどが「陳列室の採光」の章で、

しかも次章「陳列室の諸装置」でも最初 10頁が人工照明

についての記述ですから、小林担当分のほぼ半分が照明

に充てられたのです。絵画面やガラス面における二次反

射を防ぐような展示室内の照明や照度をどう確保するの

か。それは壁の仕様にも直接影響を与える大問題でした。

これに関連して小林は自らが関与した聖徳記念絵画館

や大阪市立美術館のための実験例について積極的に紹介

しています。たとえば聖徳記念絵画館では、展示室天丼

裏に「ループル装置Jつまリルーバーを設けて照度の均

等を目指したが結局取りやめたことを述べ、一方昼間で

も光量不足に際して活用する電灯照明の設置について触

れています。東京帝室博物館復興本館の照明に関して行

われた一連の調査のうち、1930年の帝展での壁面照度

の調査結果も、小林によつて紹介されていました4。
む

ろん展示室の大きさや展示作品の性格を無視することは

できないにせよ、実験はより良好な展示環境を求めるた

めの共通の土台となっていました。

新しい美術館の設立は建物設備の面のみならず、館活

動という点も新たな展開を産んでいます。東京府美術館

ではわずかな数の収蔵品がありましたが、戦前には収蔵

品による常設展示は望むべくもないものでした。これが

1933年 開館の大礼記念京都美術館 となると、開館年度

から院展、帝展、市展での展示品が購入され、1940年

図4「高等建築挙」叢書 21巻、『建

築計画 9』 常磐書房、1933年
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からは所蔵品による常設展示が恒常化されると同

館 40年史は述べています
5。

またコレクションの性格が異なりますが、1936

年開館の大阪市立美術館 になると、展示室の うち

一部が当初から常設展示に充てられています。た

だ し、展示作品は購入品ではなく、文部大臣によ

る出陳命令によるものや寄託品で した。照明につ

いては トップライ トや側光にだけでなく、人工照

明も大きな役割を演 じるようになつてお り、夜間

開場に対応 しています (□ 5)。 いま一つ大阪市立

美術館で着 目したいのは、そのサー ビス機能です。

ひとつは図書閲覧室の開設、また東京府美術館の

食堂とはおよそ印象が異なるレス トランの開設で

す。来館者へのサービスという機能では確実に前進 した

といえるでしょう。

戦後の美術館についても同じことがいえます。70年

代から多数の公立美術館が建設されましたが、同じよう

に先例を参考にしつつ、館のハー ドとソフ トが決定され

ていました。

現代塾術館か、近代美術曽か

つぎに現代美術館という概念の成立です。現代美術館

という名が最初に、誰によつて、何時使われたのかは調

べていません。しかし、前提となる現代美術という語が

普及するのは大正期になってからです。たとえば、雑

誌『中央美術』が編集した人名録『現代美術界総覧』は

1918年 刊行ですし、おなじく『中央美術』誌に評論家

川路柳虹が連載した記事にカロ筆訂正を加えて出版された

『現代日本美術界』は 1925年刊行でした。

もつともこの「現代美術Jと いうものと、それ以前の

美術、端的には「近代美術」とが、どのように区別され

ていたのかという問題があります。川路柳虹についてい

えば、明快であり、同じ1925年 に出した著作『 現代美

術の鑑賞』では、「現代」とは西洋美術については「印

象派以降」の美術を指 しており、したがつて「現代美術

の原始的単純化的傾向」として論じられるのは「反印象

主義、野獣の群、立体派J等で、セザンヌやゴッホから

始まります。一方、日本については 1907年 (明治 40年 )

の文展の成立がさまざまな美術展によつて作家が色分け

されるという観点から現代の美術界の基点としてみられ

ています。

この「現代」の基点としての文展開設という軸と「明

治大正」という軸が、すでに冒頭で触れた 「明治大正名

作展」に象徴されるように、やがて近代美術史を規定す

る枠組として相互補完して定着することになります。そ

図 5 大阪市立美術館彫刻陳,J室、『大阪市立美術館年報』第一、昭

和 11年度

れでは、そのような近代美術あるいは現代美術を受け入

れる近代美術館あるいは現代美術館とはどのようなもの

として考えられたのでしょうか。

常設美術館設立の要望は、東京府美術館が開館 した後

も、機会があることに唱えられました。東京府美術館の

増築の際であり、また文展 25周年の際であり、あるい

はまた帝展改組の時期でした。

たとえば、文字通 り「現代美術館」を標題として掲げ

た記事を並べた『美之国』1934年 3月 号をみてみます。

寄稿者は編集者石川宰二郎、文部省学芸課長石丸優二、

東京美術学校長和田英作、そして日本画家川合玉堂です。

特集を組んだ石川は、震災復興の東京に、帝室博物館や

東京府美術館のほかに、必要な「体系的な美術館」を求

めるとともに、具体的には東京府美術館の一部をそれに

充て、その代わりに、上野ではなく、より便利な場所に

設備が劣っても「現代美術陳列場」を建設するのが急務

であるといいます。この主張は最初の二人に共通するも

のといえます。文部省の石丸課長は、政府による買い上

げ作品や寄贈品などを収蔵品として東京府美術館を常設

の美術館に変えつつ、一方で民間から資金を仰いで、都

心に大規模な現代美術館が必要であると力説 しました。

和田英作も同じ見解を示し、東京府美術館よりも展示空

間として融通の利く展示場が必要であると踏み込みまし

た。また、当時の京城の李王家美術館が現代の美術作品

を展示するという現代美術館の点では先鞭をつけている

と付言 したのが注目されます。東京府美術館は 1935年

4月 に開館 10周年記念として、同館で展示された作品

を並べる「現代綜合美術展」を開催 しますが、それはこ

うした「現代美術館」を一部具現化するものでした。

最後の論者川合玉堂は展覧会場には言及せず、近代の

代表作を飾る現代美術館の効用について説き、さらに地

方においても設置を進めるべきであると言います。
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石川や石丸らの議論で注目したいのは、上野公園から

都心に向くという発想です。京橋の国立近代美術館はま

さにそれを実現したわけですが、評価の定まった近代美

術は上野で観覧できるようにして、同時代の現代美術は

より交通の便利な都心に拠点を置くというのです。

現

…

想

この路線はその後も踏襲されましたが、近代美術館 と

現代美術展示場を別立てにすることがその後の既定路線

となつたかというと、必ず しもそうではありません。

帝展改組による美術界の混乱期、1986年 6月 、平生

夕ヽ二郎文部大臣は「明治以降現代に至る美術代表作Jを

収蔵する「現代美術博物館」構想を打ち上げました。東

京朝日新聞の報道によれば
`、 大臣のほか、伊東専門学

務局長、さきほど登場 した石丸学芸課長らが集まって具

体案が決まつたものであり、皇紀二千六百年を目処にし

て、建坪 4500坪、三階建で、予算は半官半民、敷地は

1日議事堂跡の一部で交渉中であると発表されました。

現代美術館という名称についてみるならば、これより

さき、隈元論文によれば、ちょうど『美之国』1934年 3

月号が出た時期、3月 26日 に近代美術館建設の準備会

が開催される一方、東京在住の帝展系作家による日本画

団体 「双杉倶楽部」が「現代美術館建設促進会」を結成

し運動を進めたとあります
7。 この運動を裏付けるよう

に同倶楽部が発行した雑誌『双杉』1934年 4月 号は「美

術施設編」と題 して特集を組んでいます。日絵には開館

したばかりの大礼記念京都美術館や 1928年開催の「巴

里日本美術展覧会参考陳列室」等の写真が掲載され、ま

た記事としては欧米の美術館博物館の紹介から、聖徳

記念絵画館を設計した小林政一の寄稿まで多数が寄せら

れ、巻末には美術館とその類似的施設の一覧までありま

す。運動への意気込みが感 じられます。

また平生文部大臣による「現代美術館」構想は 1937

年 1月 の内閣総辞職により進捗をみないままに沙汰止み

となりました。ただ、同年 2月 20日 多数の美術家が参

加して「現代美術館建設促進連盟」が結成されています

し、同じく3月 25日 帝国議会貴族院の予算委員会で関

屋貞二郎が文部省に対 して、「明治、大正、昭和、此ノ

三代二通ジル美術品」を展示する現代美術館の建設につ

いて、「美術国」日本にふさわしく、「古代美術」を扱 う

帝室博物館本館とも調整 しつつ、これを進めるべきでは

ないかと迫りました。

このように「現代美術館Jと いうかけ声が官民の双方

でさかんに関こえることになりました。この動きを反映

するかのように、美術研究所が刊行を開始した『 日本美

術年鑑』では、昭和十一年版 (1936年 10月 )において、

本欄の半分の紙幅を割いて、最初の項 目として 「現代美

術」を掲げています。「古美術」に対す る「現代美術」

とい う位置づけがなされ、展覧会等の基本情報が官立の

研究所において集積 されることにな ります。

現代美術の「街菫展 J

ここで美術界の状況に目を向けてみるならば、上野か

ら都心へ とい う動きはより顕著となつています。既成の

公募団体に飽きたらずに、少人数のグループ展を開催 し、

やがてそのグループが成長すると公募団体 となるとい う

循環はすでに形成されていたわけですが、帝国美術学校

等の専門的教育機関の充実を背景 とした美術学生や青年

作家の増加を背景として、上野では展示する機会を持て

ない、あるいは持 とうとしない作家が個展やグループ展

の場を銀座や新宿に求め始めました。関東大震災前から

銀座には資生堂ギャラリーがありましたが、震災復興か

ら立ち上がった東京に着実にギャラリーが開設 されてい

きました。デパー ト内画廊や画商のスペースだけではな

く、いまでい う貸 し画廊が増えます。当時こうした展覧

会は 「街頭展」と呼ばれるようになりました。それはも

はや無視できない存在 となっていたのです。

こうした 「街頭展」の地政学的背景に関連させて、銀

座紀伊國屋画廊で毎月の展覧会開催を実行 した 「新時代

洋画展」の代表者長谷川二郎は、「展覧会の中心が上野

か ら銀座へ移つたさうである」 し、「大展覧会時代は過

ぎ去つて、個展或は小団体展時代にな りつ あゝる由」だ

が、自分たちがいささか貢献をな したと自負のことばを

減らしています
゛
。

この銀座通 りに面 した紀伊國屋書店 2階はいわゅる前

衛芸術のメッカとなりま した。この画廊については大谷

省吾氏の研究がありますが
'、 当初は文化学院関係者の

社交クラブ 「B・ C・ cJで ぁ り、その後画廊に改装 さ

れました。鈍重な印象の家具 もパイプ家具とな り、自

い細身の柱 とともに、時代の先端を示 しています。こう

した空間でこそ、たとえば野島康三 「女の顔」写真展が

1933年 7月 開催 されたのですが、デザイナー原弘によ

る実験的な展示が生きたし、活かされたわけです。また、

そのデザインが、雑誌が座談会を催すほど話題を呼ぶこ

とにな りま した。

銀座における画廊の発展ぶりは『日本美術年鑑』に端

的に反映しています。昭和十二年版の「展覧会場一覧」に、

最初の巻である昭不口十一年版にはなかつた画廊名が挙げ

られています。東京府美術館、日本美術協会、資生堂ギャ

ラリー、日動画廊、青樹社、そして銀座紀伊國屋に加えて、
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新宿の亥1印 が残されます。 しかし、なんといつても、人

気が高かったのは銀座です。紀伊國屋と同じように、新

しい美術のための個性的な展示空間が出現 したことは見

逃せません。

ファッショナブルという点では資生堂やカネボウに劣

るかもしれませんが、モダニズムという点でとりわけブ

リュッケと日本サロンは群を抜いていました (国 6)。 ブ

リュンケは外観から内装、そして出版物まで一貫したデ

ザイン・ポリシーを持つ画廊でした。瑛九のフォ トデッ

サンが展示され、また柳瀬正夢のジョージ・グロッス資

料展が開催された場所です。経営者がだれであつたのか

不明であるのが惜しまれます
Ю
。

また、日本サロンは写真展用に設計された二階建ての

ギャラリーでした。当時『アサヒカメラ』で月評を担当

していた美術評論家板垣鷹穂は、銀座西六丁目という好
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新たに、新宿の

天城画廊、銀座

のカネボウ・ギ

ヤラリー、ギヤ

ラリー・プリユ

ツケ、日本サロ

ン、ラテン画廊

等が加わりまし

た。天城画廊は

その前身が桜製

菓画廊ですが、

その時代から多

く若い作家が集

いました。この

時期に東京の美

術地図に鮮明な
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